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第 10回活動「さけの受精卵配布とバードウオッチング」

「今年は、サケが登ってこなくて 0・ ・」

漁業協同組合に三度電話 しました。が、こんな返事 しか

返ってきません。

サケを楽しみにしている子どもたちに、どうしたらいい

かなあと考えたのがこれでした。
「サケ変じて、グッピーとカプ トムシになる !?」

1 : 2017年 12月 2日 (土)13:30～ 16100
: 晴れ
風のない暖かい日中で、観察会には最高の日よりでした。
:○現地集合
:○都市農業公園藤棚集合

新芝川でバードウオッチング

荒川河川敷でカマキリの卵さがし
5,参加者 :総数 14人

内訳 7家族 大 人  7
中学生  0
小学生  3
幼 児  3
スタッフ 1

6,活動の様子
○ サケの卵を確保できない !

久慈川漁業協同組合に電話しました。「サケが登ってこないんです」
本州鮭鱒増殖振興会に電話しました。「今年は、配布していません」
テレビでも「黒潮の海流の流れが、今までとはちがっていて、北海道でも、

例年の 3分の 2の水揚げで、不漁」「鮭が高騰」「イクラの泥棒多発」と、
ニュースを伝えていました。

幼稚園・保育園の先生方に断りの連絡をしました。みなさん、残念がって
いました。

来年に期待しましょう。
○ サケ変じて、グッピーとカブトムシを配布 !

今日の参加者には連絡せず、ビックリさせてやろうと思いました。

そこで浮かんだのが、グッピーとカブトムシを配布することでした。
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グッピーは、手賀沼の田んぼの用水路にたくさんいます。冬になると、水

温の高い所に集まって来るようです。一網で、底にびつしりとひしめいて

いました。おもしろいように網にかかるので、全部もってきました。外来

種だという思いがありますので、後ろめたさはありません。ところが、持
ってくる途中で酸欠になり、半分は死んでしまいました。カブ トムシは、

近くの森の落ち葉を集めた所を掘ると、たくさんいることを確かめていま

した。いつもは 4月 に配布するので、今回は 14匹だけにしました。
藤棚の下のテープルに、それらを置いて、活動に出発です。

○ まずは、「サケの一生」の紙芝居です。子 どもたちは、反応良く、聞いて

くれました。

○ 足立区で見られる鳥の写真をみて、いよいよ新芝川ヘバー ドウオッチング

です。黒い鳥が対岸の水間近くにたくさんいます。双眼鏡で確認すると、

オオバンでした。 30羽 ぐらいいました。
他に、カルガモ・コガモ・コサギ・カンムリカイツプリ 0カ ラス

ユ リカモメ・ハクセキレイ・ ドバ トを確認 しました。

○ カマキリの卵を見つけよう

荒川の川岸近くの、茅やセイタカアワダチソウなどが生えているところを

探 しながら歩きました。「あった !」 と山口さん。オオカマキリの卵がク

ズの葉の茎にありました。次に見つけたのが栗原さん。ネズミモチの黒い

実のなつているところに、ハラビロカマキリの卵がありました。こちらの

方が黒っぱく小さい卵でした。

たくさんの目で探すと、みつかるんですね。

7,親と子の、いきいき感想
○ たのしかつた。

西新井幼稚園年中
*サケの卵がなく残念でしたが、来年はあることを願いたいと思います。

○ きょうは かまきりたまご みつけたよ
どてで、とりをみつけて、たのしかつたです。

北鹿浜小4年
○ そうがんきょうで とりをみて たのしかつたです。

東十条東保育園年長
* (サケの)かみしばいの説明が、とてもすばらしいです。

○ 楽しかった 仲まをもらえた (グッピー) うれしい
楽しかったです。グッピーの仲まをもらえて、楽しかつたです。

北鹿浜小 1年

○ たのしかったです。

東十条東保育園年長
*また参加したいです。ありがとうございました。
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